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コロナ対策･市民生活支援が焦点

新型コロナが感染爆発し、全国各地から悲鳴が

上がっています。新たな対策や支援を求める声に

も関わらず、政権は臨時国会も開かず、関心は自

民党総裁選や「衆議院総選挙はいつするのが有利

か」などばかり。これでは国民は救われません。

この秋の衆議院総選挙は、こうした腐った政治

を変える絶好の機会です。新型コロナ対策の愚策

・無策を追及し、責任を取らせる選挙です。「説

明しない」「責任を取らない」政治を変えるチャ

ンスです。政治は私たちの声で、力で変えること

ができます。「どうせ大して変わらない」とあき

らめないで投票に行き、この秋の総選挙で政治を

変えましょう！

ご相談はまずお電話を！ TEL 090-8384-5984(携帯) FAX 075-921-4101

メール peace@fa2.so-net.ne.jp ホームページ http://sugi.pupu.jp/連絡先

杉 ひろば谷 ９月号
No.126

市民参加でまちを変えよう！ ホームページ：http://sugi.pupu.jp/

杉谷さんとともにまちを創る会
２０２１年 ９月 １日発行

向日市上植野町西小路３－４

杉谷ひろば(連絡先は頁下)

■９月５日（日）14時・寺戸公民館

向日市の生活保護を考える学習会

■９月１１日(土) 10時・寺戸公民館

市民参加でまちをつくる会例会
※Zoomでリモート参加もできます（ご連絡を）

８月２６日、向日市議会第３回定例会が開会しました。

本議会は、昨年４月～今年３月の１年間の決算が最大の議

案ですが、新型コロナ感染の第５波のまっただ中にあって、

市民への支援策が強く求められます。私たちの身近に感染

が広がってきており、また感染してもすぐには医療が受け

られず、多くの方が自宅に放置されている実態が報道され

ています。保健所を管轄する京都府だけでなく、向日市と

しても可能な支援が行えるよう、対応を求めます。

補正予算として、保育所・幼稚園・子育て支援施設など

へのコロナ感染症拡大対策費や、市民生活支援のための「お

買い物応援クーポン」事業費などが提出されました。また

新型コロナ感染症感染者等の人権擁護をめざす条例案も提

出されました。これによって市民の期待に応え

られるか、また真に市民の人権擁護の取り組み

推進につながるか、議会でしっかりチェックし

たいと思います。 （８月３０日 杉谷 伸夫）

９月の催し

向日市議会議員 杉谷伸夫 所属政党なし

上植野町イトーピア在住。大阪市生まれ。京都大

学工学部卒業。ＧＳユアサ（旧日本電池）勤務を

経て、2011年より向日市議会議員3期目。6６才

向日市議会・第３回定例会開会中

杉谷伸夫の一般質問は、
９月７日（火）午後５時頃の見込み

「（沖縄戦戦没者の遺骨を含む）沖縄本島南部か

らの埋め立て用土砂採取計画の断念を国に求め

る要請書」が沖縄から議会に届きました

→ 人道問題として取り上げます
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「議会と市政の改革」に関する市民アンケートを呼びかけたところ４９人の方々から回答・ご意見

を頂きました。ありがとうございました。厳しい意見が多かったですが、改革への期待と受け止めま

す。議会だよりを読んでる方、議会傍聴経験のある方が多かったのは、アンケートに協力頂いた方は、

議会に関心が高いからでしょう。議会改革についての意見の一部を紹介します。議会と市政の改革に

ついての意見の全体は「杉谷さんとともにまちを創る会」のｗｅｂをご覧ください。

●私は仕事をしながら子育てし、社会課題を解決す

る為のボランティアをしています。市議は生活を

保障されているのですから、もっと地域の為に出

来ることがあるのではないでしょうか？(全ての

方とは言いませんが）

●様々な考え方の党がいらっしゃると思いますが、

多様性を認め様々な価値観を認め合える社会を実

現させるためにも、率先して市議の方々には排除

ではなく、対話をしていただきたいです。

●地元の人・顔見知りの人のナアナアは無くなって

ほしい。市役所内しっかり見張ってほしいです。

●一度だけ議会を傍聴したが、議員と市の決まった

質疑のやり取りだけであった。全体で活発に意見

交換するとか自由に発言するなどの面白さが無く

て退屈。議会とはどこでもそんなものなのか？

●棒読み質問・棒読み答弁、いつ行っても必ず眠く

なります。生きた言葉がいいですね。

●議会改革の決め手は、議員自らの使命感と資質を

高めることに尽きると考えます。多くの議員はま

るで緊張感もなく熱意もありません。委員会を傍

聴していてもなんら緊張感もなく、とくに理事者

側はのんびりとしています。これらの責任は議会

にあって、本来の使命であるチェック機能の役割

が果たせていません。

●議会と市長部局は、対等平等と思いますが、議場

における質疑と答弁を聞いていると｢上下関係｣

｢主従関係｣になっているのでは、と錯覚します。

議員サイドが市長に忖度している感じがします。

もっともっと市長に異論を披瀝する議員が増える

ことが必要ではないでしょうか。

●向日市会議員の定員の削減には反対ですが２名削

減の金額は市民の税です。減額された分、全員で

知恵を出し合いすばらしい議会活動を願います。

●すべての議員がそろって、市民向けにざっくばら

んに話す報告会みたいなのをしてほしい。どんな

思いで日々仕事をしているのか、何が今の向日市

の課題でどう取り組んでいくのか、直接話が聞き

たい。市民と議論してほしい。各小学校の体育館

で、年に計６回くらい？

●中学生に授業の一環で、議会見学や模擬議会？を

やったり、実際に投票したりして、市政を身近に

感じさせる体験をしたらいいと思う。

●議員になってどんな展望をもって活動しているの

か議員だよりだけでは見えてこないですね。市民

と行政をつなぐ何かが足りていないと思います。

議会の改革について頂いたご意見
「議会と市政の改革」市民アンケートより

結果の詳細は↓

寄せられたご意見
（一部要旨の紹介）
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生活保護行政の改善
コロナ禍の市民の生存権保障を

メンタリストを自称するDaiGo氏が、「ホーム

レスの命はどうでもいい」「生活保護の人に食

わせる金があるんだったら猫を救ってほしい」

などとYoutubeに投稿しました。「生産性の無い

人間は無駄」という風潮が蔓延している証拠で

す。新型コロナ禍の下で経済的困窮が広がって

いるのに、生活保護の利用が増えていないのは、

こうした日本社会の空気が影響しています。

生活保護制度は、憲法２５条で保障された健

康で文化的な生活を営む国民の大切な権利で

す。制度を正しく理解し、必要なときには誰も

が相談しやすく、安心して保護が利用できるよ

う、向日市の生活保護行政の取組を求めます。

活 動 報 告

杉谷伸夫の

コロナ感染者への支援を
京都府と情報共有して取り組みを

新型コロナ感染症の感染爆発で、必要な医療

その他の支援を受けられず、自宅に放置される

方が激増しています。国の失政によってもたら

された危機的状況です。法律では、医療の提供

に支障が生ずる時は、知事は「臨時の医療施設」

を設置しなければならないと定めていますが、

国にも京都府にもその気配はなく、相変わらず

外出抑制の要請ばかりです。

一方、新型コロナ感染者に関する情報は京都

府から向日市に提供されないので、向日市は感

染者への支援をできない状態です。これで良い

はずがありません。市民の命と健康を守るため、

向日市は京都府と情報共有し、可能な支援を行

うことを求めます。

パブリックコメント制度の運用
勝手な運用は許されない

パブリックコメント制度は、国や自治体が重

要なことを決める際に、市民参画の機会を保障

するために設けられ、重要な計画や、市民等に

義務を課したり権利を制限する条例を作る時に

実施されます。市民の意見とそれに対する市の

考え方などを、市は公表しなければなりません。

しかし６月議会に提出された「向日市職員の

公正な職務の執行の確保に関する条例案」は、

パブリックコメントを実施した後で内容を大幅

に変更し、変更内容や理由の説明も公表されず

に、議会に提出されました。これではパブリッ

クコメントの意味が無くなってしまうのでは？

一般質問の予定

★杉谷伸夫の一般質問は９月７日（火）午後５

時前後の見込みです（あくまで見込み）。

★Youtubeで生放映、および録画も視聴可能

「脱炭素の向日市をつくろう！」学習会

８月１４日、「脱炭素の向日市をつくろう！」を

テーマに学習会が開催され、地球環境研究センタ

ーの江守正多さんの「温暖化のリアル③～じゃあ、

どうしたらいいの？」のビデオ講演を視聴しまし

た。講演の核心部は以下の通り。

温暖化を止めるには、あと３０年でＣＯ２の実質

排出量をゼロにしなくてはなりません。「テレビの

スイッチをこまめに切る」など、「できることをコ

ツコツと」では全く間に合いません。そこでグレ

タ・トゥーンベリさんのメッセージが重要です。

「今の社会でＣＯ２を出さずに暮らしていくことは

不可能です。だからＣＯ２を出さずに暮らしていけ

る社会に変えなくちゃいけない」と。石炭や石油

などの化石燃料を使わずに必要な電気（エネルギ

ー）を作って使える社会に変えることです。化石

燃料の時代を卒業し、再生可能エネルギーの時代

に移行する。考えてみれば自然なことです。

そのために私たちにできることは何か。一人一

人が関心を持ち情報を得ること、自分のライフス

タイルを変えること、そしてそれらを周りに発信

すること。気候マーチに参加するのもその１つで

す。そしてＣＯ２排出ゼロに取り組む企業や自治体

を応援する。そしてその政策をもつ政治家を投票

で選ぶこと。化石燃料の時代からの卒業を加速す

る取り組みに、一人一人が加わりましょう。
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たようだ。最近ではオリンピックに反対する意見

が大多数だったのに、オリンピックを止められず、

コロナが蔓延の事実。病院が患者に追いつかず、

入院できないで家で死を迎える人が何人も出てき

ている。日本は文化国家ではなかったかと思って

しまう。一度決めたことには、何が何でも突き進

む国の姿勢は、戦争末期の状況と重なる。

菊次郎さんの記事の上に掲載されていたのがシ

ンガーソングライターのジャクソンブラウン、環

境問題など地球や人類が抱える問題に長らく向き

合い、警鐘を鳴らしてきた人だ。「もしかしたら

人間こそウイルスではないか」という言葉には考

えさせられる。人間の欲望が引き起こす汚染やプ

ラスチックごみ、戦争や環境破壊といった業が、

全て川に流れ出して海へと注ぎ、地球に大きな打

撃を与えていること。人間は環境を破壊し、多く

の生き物を絶滅に追いやっていると重い課題を突

きつけている。 地球の温暖化問題をつきつけた

スウェーデンのグレタさんと同じ視点だ。人間と

しての心を呼び覚まされる。近頃、皆が気づき脱

炭素が叫ばれているが、地球はどうなっていくの

か。宇宙、宇宙と言っている現実との違いを考え

させられる昨今である。（８月２２日 安野洋子）

今回、杉谷議員のもとでインタ

ーン活動をさせて頂いている大学

１回生です。高校3年生の時から政治に興味を持ち

始めた私にとって、このインターンの誘いは貴重

な体験ができる大きなチャンスでした。議員さん

というのは、いったいどんな仕事をしているのだ

ろうとワクワクしながら初日を迎え、今日まで様

々な活動をさせて頂きました。

特に印象に残っているのが、地域訪問です。市

民の方々の市政に対する想いを聞いて、私も地元

の政治と向き合い、もっと考えていかなければな

らないなと思いました。また、地球温暖化や、辺

野古の問題についてのイベントにも参加させて頂

き、勉強になりました。考えるだけではなく、そ

れを行動に起こすということの大切さを学びまし

た。お茶目なところもある杉谷議員ですが、市民

の方々のことを1番に考えている方だなと思いま

す。残り1ヶ月、楽しみながら活動に取り組みたい

と思います！ （ん～み）

日本人として

人間として

安野 洋子

8月初旬の朝日新聞29面の文化面で目にした記

事「福島菊次郎さんの警句」は、懐かしかった。

1900年代、ＹＷＣＡでボランティアをしたり、色

々学習させてもらっていた頃、菊次郎さんの講演

を聞いた。今年生誕100年だから、あの頃福島さ

んは70歳代だったのだと思うが、鋭い視線を持っ

ている写真家だと感じたものだ。戦前を軍国青年

として生きたのを懺悔するために、報道写真家と

して広島被爆者、公害問題、成田空港建設に反対

する三里塚闘争など、社会が黙殺したものを撮り

続け、戦後社会に警告を発していた姿があった。

しかしその頃から「日本は戦争を体験しても変

わらない」と話していたことを覚えている。一度

認めたことを止められない日本人気質を感じてい

大阪府出身大学１回のインター

ン生です。学生インターンとして

杉谷さんの元で2ヶ月間勉強させていただいていま

す。私は、阪急桂駅付近のスーパーでアルバイト

をしているのですが、向日市は学生インターンで

初めて知りました。初めて阪急西向日駅で降りた

とき、８月初旬ということもあり蝉が鳴いていた

り、樹木が多く緑豊かな場所だと感じました。

私は『政治』や『議会』という分野にはあまり

関心がなかった為、普段議員さんが何をしている

のか分かりませんでした。また地元では、議員さ

んは選挙時以外見かけることがなかったため、遠

い存在だと思っていました。しかしインターンに

参加してみて杉谷さんや向日市の市民さんには、

とても優しく接してもらい、とても身近に感じま

した。議員インターンが始まりもうすぐ一か月が

経とうとしています。インターン終了までの９月

中もコロナに負けず精一杯頑張りますのでよろし

くお願いいたします。 （いーは）


